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まえがき

 核磁気共鳴（NMR）は 1930 年代の後半に核の磁気モーメントを効率よく測定する手段

として考案され色々実験がかさねられてきた。

共鳴現象は 1938年 Rabiが塩化リチウムの分子ビームの共鳴現象をとらえたのが最初で

ある。その後太平洋戦争になり実験は途絶えていたが、第二次世界戦争が終結した1945年、

Purcell、Torrey and Poundらがハーバード大学でパラフィンのプロトンの共鳴信号を観測

し、Bloch, Hansen and Packardらがスタンフォード大学で水のプロトンの共鳴信号の観

測に成功した。これが事実上最初のプロトン NMRの観測であった。

その後、緩和時間現象の観測、化学シフトやスピンースピン結合定数の発見などを機に、

有機化学の分野で多くの化学的な問題の解決に貢献し発展してきた。

さらにパルス FTNMRの発展と多次元 NMRの開発や超電導磁石による高磁場 FTNMR

の進歩により、たんぱく質の立体構造解析まで可能になるほど NMR技術は向上し、現在で

は有機化学の分野においては無くてはならない分光手段となっている。

一方医療機器分野においてはMRI（Magnetic Resonance Imaging）として発展し臨床医

療の世界で活用されている。 このように NMRはまだまだ種々の分野で発展している。こ

のような先端の分野では NMRに対する高度な技術と知識を要求される。

一方、コンピュータの発展に伴い NMRの装置はあらゆる個所がコンピュータによりコン

トロールされ試料の設定とスペクトルの出力の間がブラックボックスとなり、何も知らな

くても NMRのスペクトルを得ることができるようになってきている。 したがって多くの

研究者にとって NMRは単に容易に構造情報を得る便利な手段となってきている。 

NMRのほとんどのユーザーはこのジャンルに入るであろう。しかしながら現在の NMR

に対する最小限の知識を持たないで得られたスペクトルのみで判断すると、時には間違え

た情報を信じてしまう可能性もあるし、正しいスペクトルが得られていないこともあり得

る。

そこでこのテキストはこれからNMRに携わる人や試料の測定を依頼してNMRのスペク

トルしか見ない人もしくは NMR 装置を管理する人などが知っておいてほしいことについ

て基礎的な事柄をできる限り数式を使わないで平易に説明することを試みた。
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